
第３学年 総合的な学習の時間指導案

指導者 ○○ ○○

○○ ○○

１．題材 「集まれ！せかいのみんぞくいしょう （国際理解）」

２．指導にあたって

こんな子どもだから

○本学年には，中国とインドネシア・ウズベキスタンにかかわりのある子どもが４名いる。ワール

ドルーム交流会でその子どもたちの国を紹介するために，１学期に中国とインドネシア・ウズベ

キスタンの遊びを体験したり，歌を歌ったりした。その活動を通して，それぞれの国の文化の違

いに気づき始めた子どもがいる。また，校区内で民族衣装を着ている人を見かけたり 「福岡日，

舞未来」の先生に浴衣の着方を見せていただき，日本舞踊を体験したりして日本の文化にふれて

いる。 （題材）

○ノートやプリントに自分の考えを書いていると，友だちの前で自分の考えを発表することができ

る。また，友だちや教師の話で興味のあることや知っていることについては，相手の方を見て話

。 （ ）したり聞いたりできる 体験・伝え合う活動

○体験活動をするときは，グループの友だちと仲良く遊びを教えあったり，歌を歌ったりすること

。 ， 。 （ ）ができる の方の話は 静かに聞くことができる 人とのかかわりGT

こんな教材で こんな手立てを（人とのかかわりは※）

○民族衣装について，ＧＴから話を聞い つ ○学習への意欲をもたせるために民族衣装

たことをもとに調べ，２年生に向けて か を実際に見せる。

発表する活動を行う。 む ○課題意識を明確にさせるために，衣装を

○民族衣装は，自分たちで実際にふれた 見ての感想や，自分が興味を持ったこと

り着たりすることができるので，興味 をプリントに書き，それをもとに話し合

をもって楽しく活動することができる し合わせる。。

。○身近な国の衣装を調べることで，それ ※同じところはないか考えながら話し合う

ぞれの国の文化にふれることができる ○調べたことを表現物にまとめさせ，２年。

○「せかいのみんぞくいしょうてん」に 生に分かりやすいものにするために，中

， 。向けて，それぞれの国の衣装を調べた さ 間発表会を行い 発表の見直しをさせる

りまとめたりする中で，友だちと協力 ぐ ※ＧＴ（中国・日本・韓国・インドネシア

。 ） 。することのよさを味わうことができる る ・ウズベキスタン の話を最後まで聞く

○衣装について自分で調べたり，友だち ※グループの友だちと協力して調べる。

の発表を聞いたりすることで，それぞ

れの国の文化のちがいを知ることがで ○自分の調べたことを発表するために，２

きる。 年生にむけて 「せかいのみんぞくいしょ，

○友だちと協力して調べたり練習したり ひ てん」を行わせる。

することで，友だちのよさに気づくこ ろ ※２年生に分かりやすく発表する。

とができる。 げ ※友だちのよいところをみつけながら聞き

る 合う。

※お世話になった方へお礼の手紙を書く。
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３．目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・身近な国の民族衣装について意欲的に調べることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・相手に分かりやすく話したり，自分の考えと友だちの考えに同じところはないか気をつけなが

ら聞いたりすることができる。

○自分の生き方（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・民族衣装を通して，その国の様子や文化を知ることができる。

・調べた国に親しみをもち，その国の人と仲良くしようとする気持ちをもつことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・ＧＴに進んで尋ねたり，２年生に分かりやすく伝えようとすることができる。

４．学習計画（２１時間）

自己存在感を持たせる支援 自己 共感的人間関係を育成する支援 共感 自己選択・決定の場の工夫 選決

学 習 活 動 人とのかかわり 指 導・支 援 評 価段階 時間

☆は個別の支援

１ １．１学期に学習した世界の遊び ○友だちと楽し ○子どもたちの意見が ○友だちの発表

のことや日本舞踊の体験を想起 く活動する。 でやすいように，学 を聞いたり，

する。 習の足跡や写真を掲 進んで発表し

・遊んだり歌ったりしたね。 示しておく。 自己 たりする。

・日本舞踊の時は着物を着て （技能的側面）

踊っていたね。

１ ２．民族衣装について知っている ○友だちの考え ○興味・関心をもって ○衣装について

ことを出し合う。 を最後まで聞 話したり聞いたりで 知っているこ

・団地祭で浴衣を着たことが く。 きるように，民族衣 とを発表して

あるよ。 装や写真を掲示する いる。。

・○○さんは，いつもスカー 自己 （知識的側面）

フみたいな物を頭にかぶっ

ているよ。

３．題材名について話し合ったり

衣装を見たりして課題を作り，

調べる計画を立てる。

１ （１）学習課題を作る。 ○クラスの友だ ○５カ国の民族衣装を

ちと協力して 準備し，興味関心に

つ 話し合う。 応じて，調べる国を

選べるようにする。

選決

か １ （２）一人一人の課題を考える。 ○課題設定の理由も考 ○自分の調べた

・色がきれいなので，着てみ えさせる。 自己 い国を決める

。たいと思ったから韓国の衣 ことができる

む 装を調べたいです。 ☆課題をもてない子に （技能的側面）

・友だちの国だから中国につ は，衣装の側まで連

。いて調べます。 れていき考えさせる

・日本・インドネシア・中国

「せかいのみんぞくいしょうて

ん」をひらこう。
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・韓国・ウズベキスタン

（３）学習計画を立てる。 ○グループの友 ○友だちと協力

１ ①同じ課題のグループで調べる だちの意見を ○グループで話し合い して計画を立

内容について，話し合う。 聞きながら， やすいように，場の てることがで

・私は，着方を調べたいな。 協力して話し 設定をおこなう。 きる。

合う。 選決 （技能的側面）

１ ②調べる方法について話し合 ○学習の見通しをもち

う。 意欲的に取り組める

・いつ・どこで・どんなふうに ように計画表を準備

・本で調べよう。 しておく。

・○○さんのお家の人にイン 選決

タビューしたいな。

４ ４．自分の課題を解決するために ○グループの友 ○子どもたちがスムー ○意欲的に追求

追求活動を行う。 だちと協力し ズに調べることがで 活動を行って

・インターネットで調べる。 て調べる。 きるように，調べる いる。

・本で調べる。 ○ＧＴの方に進 ための資料を準備し （価値的・

・ＧＴに話を聞く。 んで質問した ておく。 選決 態度的側面）

り，最後まで ○一人一人が自信をも （知識的側面）

話を聞いたり ってインタビューで

さ する。 きるように，インタ

ビューの練習をさせ

ておく。 共感

○子どもたちが質問で

ぐ きる内容にしてもら

うようにＧＴと打ち

合わせておく。 自己

１ ５．調べたことをもとに表現物に ○グループの友 ○多様な考えをもたせ ○グループの友

まとめるための話し合いを行 だちの意見を るために，表現物の だちと協力し

。う。 聞きながら， モデルの提示をする

・見出しは大きく書いて色を 協力して話し 選決 て話し合って

る 変えた方がいいと思うよ。 合う。 ☆グループの中に入れ いる。

・ここの部分はぼくが書くよ ない子には声をかけ （価値的・。

る。 態度的側面）

６．調べたことを表現物にまとめ ○グループの友 ○相手意識をもって，

る。 だちと一緒に ２年生に分かりやす

（１）表現物を作る。 協力して表現 く作るように声をか ○友だちと協力

・模造紙にまとめる。 物を作る。 ける。 共感 して準備して

３ ・民族衣装の着方を練習す いる。

る。 （価値的・

（２）発表の練習をする。 ○２年生に伝わ ○相手を意識した発表 態度的側面）

るような発表 の練習ができるよう

２ になっている に，モデルを提示す

・よく聞こえるように，前を かアドバイス る。 共感
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向いて声を出そう。 し合う。

７．中間発表会を行い，発表の見 ○他のグループ ○一人一人が意識をも

直しをする。 の発表を最後 って学習に取り組め

１ （１）中間発表会を行う。 まで聞き，い るように計画表を準 ○友だちの発表

いところを見 備しておく。 を聞いて，感

つける。 選決 想をもつこと

○他のグループにアド ができる。

・○○グループの発表は，声 バイスしやすいよう （価値的・

が大きくて分かりやすかっ に，学習プリントを 態度的側面）

たです。 準備する。 自己

（２）アドバイスをもとに，見直 ○友だちのアド ○学習をふり返る場を

す。 バイスをもと 設定し，アドバイス

１ に，発表内容 をもとに見直しや修

や方法を見直 正ができるようにす本時

すための話し る。 選決3-2
合いをする。 ☆発表に自信のもてな

い子にはプリントを

。見るよう声をかける

（３）見直したことをもとに，練 ○グループの友 ○友だちから聞いたア

2習したりする。 だちと協力し ドバイスをもとに

１ て，楽しく練 年生に向けて発表の

習する。 練習をする。 共感

１ ８ 「せかいのみんぞくいしょう ○２年生に分か ○２年生も楽しんでく ○「せかいのみ．

てん」を行う。 ってもらえる れるような場の設定 んぞくいしょ

・２年生に伝わるように大き ように，伝え をしておく。 共感 うてん」に積

ひ な声で発表しよう。 る。 ○一人一人が意欲をも 極的に参加し

・友だちの発表もしっかり聞 って学習に取り組む ている。

こう。 ように話し方・聞き （価値的・

ろ ・自分たちが調べた衣装と似 方を意識させる。 態度的側面）

ているところがあったな。 自己

げ １ ９．今までの活動をふり返りお世 ○友だちの発表 ○今までの活動を想起 ○相手の気持ち

話になった方へ，お礼の気持ち を自分の考え しやすいように 「せ を考えて，お本時 ，

をあらわす。 と同じところ かいのみんぞくいし 礼をする内容

・○○さんのお母さんにお礼 はないか気を ょうてん」で使った を考えること3-1
の手紙を書こう。 つけながら， 発表物や衣装を掲示 ができる。

る 最後まで聞 する。 自己 （価値的・

く。 ☆考えの思いつかない 態度的側面）

子には，今までの学

習をふり返らせるた

め写真を見せたり，

掲示物の側までつれ

ていったりする。



第３学年〇組 本時学習指導案

指導者 ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 教室

６．本時について

目標

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の考えと同じところはないか，気を付けながら聞くことができる。

○自分の生き方（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・相手の気持ちを考えてお礼の気持ちを書き表すことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・友だちの話を最後まで聞くことができる。

前時までに 本時の手立て

○前時に，２年生を招待して「せかいのみん ○今までの学習を想起しやすいように，

ぞくいしょうてん」を行っている。 衣装や表現物を掲示しておく。

○２年生に発表したことの感想を書いてお ○グループで発表したり，話し合ったり

く。 できるように，場の設定を行う。

○２年生に伝えることができてよかったとい ○お礼の手紙を書くイメージがわくよう

う気持ちをもっている。 に，写真を準備しておく。

７．準備

教師 表現物 衣装 今までの活動の写真 手紙を書く紙

児童 学習プリント ファイル

８．展開 （２１／２１）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫 選決

学習活動 人とのかかわり 指導と支援 評価

☆は個別の支援

１ 「せかいのみんぞくいしょ ○友だちの発表を自分 ○今までの学習を想起．

うてん」をふり返り，話し の考えと同じところ しやすいように，表

合う。 はないか気をつけな 現物や衣装を掲示し

・２年生がよろこんで聞 がら話し合う。 ておく。 自己

いてくれて，うれしか ○自信をもって発表で

ったです。 きるように，前時の

・発表することができて 感想を書いたプリン

よかったです。 トを配っておく。

自己

３年－ －5



２．めあてをつかむ。 ○グループの友だちの ○相手意識をはっきり

意見を聞きながら， もたせるために，学

お世話になった人にお礼 協力して話し合う。 習でお世話になった

の手紙を書こう。 方の写真などを掲示

しておく。 自己

３．だれに，どんな手紙を書 ○グループで話し合い ○自分たちが

くか話し合う。 がしやすいように， お世話にな

・○○さんに教えてもらっ 場の設定をしてお った人のこ

，たおかげで，２年生に分 く。 共感 とを考えて

かるように発表すること ☆考えの思いつかない 手紙の内容

ができました。 子には，今までの学 を考えてい

・衣装の着方が分かったの 習をふり返らせるた る。

でうれしかったです。 め，写真を見せたり （価値的・

）掲示物の側まで連れ 態度的側面

ていったりする。

自己

４．手紙を書く。 ○相手や内容に応じた

・わたしは，きれいな字で 表現ができるよう

書こう。 に，いろいろな紙や

・いしょうてんの写真をは 写真を準備してお

ろう。 く。 選決

○相手の気持ちを考え

た手紙になっている

か見直しをさせる。

自己

５．今日の学習でを書き，発 ○友だちの発表を自分 ○友だちの発表のいい ○自分の感想

表する。 の考えと同じところ ところを見つけなが と友だちの

・ていねいに書けたので早 はないか気をつけな ら，最後まで聞くよ 感想の同じ

く手紙をわたしたいで がら 最後まで聞く う支援する。 共感 ところはな， 。

す。 いか考えな

・お礼の気持ちを書けたの がら聞いて

でよかったです。 いる。

（ ）技能的側面

３年－ －6



第３学年〇組 本時学習指導案

指導者 ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 教室

６．本時について

目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

， 。・友だちにわかりやすく発表しようとしたり 発表を聞いての感想をもったりすることができる

○伝え合う活動（技能的側面）

・書いているメモをもとにわかりやすく伝え合うことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・グループで協力して発表したり，友だちの発表を聞こうとしたりすることができる。

前時までに 本時の手立て

○ＧＴの方に，衣装やその国の様子などにつ ○発表の感想がグループによって偏りが

いてインタビューをして表現物にまとめて 生じないように主にアドバイスをする

グループで発表の練習をしている。 グループを決めておく。

○早く友だちに聞いてもらいたいという意欲 ○グループで発表したり，話し合ったり

をもっている。 できるように，場の設定を行う。

○前時に 「中間発表会」を行い，感想や気づ ○自信を持って発表できるように学習プ，

いたことをメモして，他のグループに気づ リントを準備しておく。

いたこと等アドバイスをしようと学習プリ

ントにまとめている。

７．準備

教師 表現物 衣装

児童 学習プリント 話し合いカード

８．展開 （１８／２１）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫 選決

学習活動 人とのかかわり 指導と支援 評価

☆は個別の支援

１ 前時までの活動をふり返り ○子どもたちの意見が． ，

本時のめあてを確認する。 出やすいように学習

の足跡や写真，衣装

を掲示しておく。

自己

２ 「中間発表会」を見て気づい ○メモしたことをも ○一人一人が意欲をも．

たことをグループで話し合う とに話し合う。 って学習に取り組む。

○声の大きさ，はやさ。 ように話し方，聞き

○衣装の見せ方，立ち方。 方を意識させる。

自己○２年生に分かりやすいか。

２年生や友だちに，分かりや

すい発表のし方を考えよう。

－ －３年 7



○自信をもって話し合

いができるように司

会の練習をさせてお

自己く。

３．グループごとに発表の仕方 ○他のグループの発 ○自信をもって発表で

のアドバイスをする。 表のいいところを きるように発表する

・話し方 ・話しの内容 見つけながら，最 相手を意識させる。

自己 共感・立ち方 ・衣装の見せ方 後まで聞く。

・○○グループは声をもっ ○子どもたちが話し合

と大きくした方が良いと いをしやすいよう

思う。 に，場の設定をして

共感・真ん中に立って見えやす おく。

くする方が良いと思う。 ○どういうことについ

・衣装の着方がよく分かっ てアドバイスをすれ

た。 ばよいか子どもたち

と決めておく。

選決

４．発表を受けてもっと工夫す ○グループの発表を ○スムーズに話が進め ○グループで

るところをグループで話し合 よりよくするため られるよう，進め方 協力して話

う。 に，友だちの意見 を提示する。 し合うこと

・話し方 ・話しの内容 を聞きながら，協 （話し合いカード） ができる。

（ ）・立ち方 ・衣装の見せ方 力して話し合う。 技能的側面共感

・私たちのグループは声を

もっと大きくするように ○友だちのアドバイ ○グループの話し合い

したい。 スを受け入れ，発 がスムーズにいくよ

・ぼくたちのグループはも 表内容や方法を見 うに話し合いの観点

う少しゆっくり話すよう 直す。 をもう一度ふり返ら

選決に気をつける。 せる。

・もう少し衣装がみんなに ☆発表に自信のもてな

見えるように動きを大き い子には，プリント

くしたい。 や板書を見るように

声をかける。

５．本時のまとめをする。 ○友だちの発表のい ○自分の考えがはっき

・友だちのいいところ いところを見つけ り出せるように書く

・今日の学習を聞いて分かっ ながら，最後まで ポイントを明確にす

自己 選決たところ 聞く。 る。

・次時への意欲 ○自分や友だちの頑張

・自分の考えをグループの りとよさについて感

友だちに伝えることがで 想が言えるように声

共感きたので良かった。 かけをする。

・もっと声を大きくした方

が良いとアドバイスした

のが○○グループに伝わ

って嬉しかった。
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